






本研究に至るまでの経緯

　女性は生涯を通して、男性とは本質的に異なっている。女性の 80 余歳と延長した人生

の大きな節目は思春期、妊娠、分娩、更年期、高年期である。これらの変化はともすれば

身体的、精神的負担となりクオリティオブライフをそこねることになる。生涯を通じた女

性の健康支援は、現在すでに自家的レベルで検討が進められている。

平均寿命が延長した女性の特徴は

①中高年者の増加

②慢性疾患の多発

③受診率の UP

そして社会的には少子、高齢化の状態になっている。

そのような社会構造の中で女性への保健医療サービス体制の実態を把握することを目的と

してアンケート方式による実態調査を行った。(351 頁～354 頁)


